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テラヘルツ波無線プロジェクト（XGMF-PJ2417）概要説明

サブリーダ（予定）

産 学 官

この度、私たちは100GHz超のサブテラヘルツ周波数帯の無線利用促進と、その6G実装に向けた研究開発、ビジネスモ
デル創出のプロジェクトを立ち上げました。このプロジェクトは、テラヘルツ波無線技術の標準化活動や社会実装に
向けた課題抽出を行い、将来の6Gにおけるユースケースやビジネスモデルの創出を目指しています。
この重要な取り組みにご興味のある皆様のご参加を心よりお待ちしております。一緒にテラヘルツ無線技術の未来を
切り拓き、6G時代の新たな可能性を探求していきましょう。どうぞ奮ってご参加ください。
活動目的
 100GHz超のサブテラヘルツ周波数帯の無線利用への理解の促進
 テラヘルツ波無線のデジュール標準化活動（WRC-31暫定議題2.1及び2.6）に対する議論と情報提供
 テラヘルツ波無線を6Gで実装することに向けた研究開発課題リストを作成
 テラヘルツ波無線の6Gユースケースの創出
 テラヘルツ波無線を使う6Gビジネスモデルの創出
 テラヘルツ波無線の研究開発・実装促進のためのルール作り



2

活動内容
 100GHz超のサブテラヘルツ周波数帯の無線利用への理解の促進では、テラヘルツ無線波無線の特徴を精緻に捉えることから開始し、他の無線技術との
違いを明確化する

 テラヘルツ波無線のデジュール標準化活動（WRC-31暫定議題2.1及び2.6）に対する議論と情報提供では、6Gでのテラヘルツ無線の実装に向け、サブテラ
ヘルツ周波数帯のIMT特定に向けた議論を行い、候補周波数帯毎に特徴を抽出し、絞り込みを行う

 テラヘルツ波無線を6Gで実装することに向けた研究開発課題リストを作成では、材料～無線システム、さらには無線規則等のルールにおいて、未だ研
究開発や検討が不足している点を抽出し、将来の研究開発課題として提案する

 テラヘルツ波無線の6Gユースケースの創出では、明確化された他の無線技術との差異（特徴）に基づき、特徴を最大限活かすユースケースを検討する
 テラヘルツ波無線を使う6Gビジネスモデルの創出では、創出したユースケースに基づいたマネタイズを議論する。但し、議論が機微な内容に及ぶ場合
は有志のみの秘密会とし、本PJとしては、その様な機会を提供したこと自体を成果とする

 国内外における実験のための電波規制や実験環境についての実態を把握し、競争力のある研究環境に向けた提言をする
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テラヘルツ波無線プロジェクト（XGMF-PJ2417）概要説明
番号 活動目的 活動内容 コメント等

１ 100GHz超のサブテラヘルツ周波数帯
の無線利用への理解の促進

100GHz超のサブテラヘルツ周波数帯の無線利用への理解の促進では、テラヘルツ

無線波無線の特徴を精緻に捉えることから開始し、他の無線技術との違いを明確化
する

２ テラヘルツ波無線のデジュール標準化
活動（WRC-31暫定議題2.1及び2.6）に
対する議論と情報提供

テラヘルツ波無線のデジュール標準化活動（WRC-31暫定議題2.1及び2.6）に対する
議論と情報提供では、6Gでのテラヘルツ無線の実装に向け、サブテラヘルツ周波数
帯のIMT特定に向けた議論を行い、候補周波数帯毎に特徴を抽出し、絞り込みを行
う

３ テラヘルツ波無線を6Gで実装すること
に向けた研究開発課題リストを作成

テラヘルツ波無線を6Gで実装することに向けた研究開発課題リストを作成では、材

料～無線システム、さらには無線規則等のルールにおいて、未だ研究開発や検討が
不足している点を抽出し、将来の研究開発課題として提案する

４ テラヘルツ波無線の6Gユースケースの
創出

テラヘルツ波無線の6Gユースケースの創出では、明確化された他の無線技術との
差異（特徴）に基づき、特徴を最大限活かすユースケースを検討する

５ テラヘルツ波無線を使う6Gビジネスモ
デルの創出

テラヘルツ波無線を使う6Gビジネスモデルの創出では、創出したユースケースに基

づいたマネタイズを議論する。但し、議論が機微な内容に及ぶ場合は有志のみの秘
密会とし、本PJとしては、その様な機会を提供したこと自体を成果とする

６ テラヘルツ波無線の研究開発・実装促
進のためのルール作り

国内外における実験のための電波規制や実験環境についての実態を把握し、競争
力のある研究環境に向けた提言をする
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